
教科 家庭 科⽬

スクーリング 1単位時間×16回 合格時間数：4時間以上
リポート 全8通 合格通数：8通
メディア学習 全6通 合格通数：6通
⾼校通信講座 あり 講座数：全40回

評価

単元・指導項⽬ スクーリング リポート
メディア学習

確認書

4⽉

家庭科の学び⽅

家族・社会との共⽣
・⽣涯を⾒通す
・⼈⽣をつくる

5⽉

家族・社会との共⽣
・⼦どもと共に育つ
・超⾼齢社会を共に⽣き
る

6⽉
家族・社会との共⽣
・共に⽣き、共に⽀える

7⽉
⽣活の⾃⽴
・⾷⽣活をつくる

8⽉
復習/単位認定試験※対
象者のみ

9⽉ 復習

10⽉
⽣活の⾃⽴
・⾐⽣活をつくる

11⽉
⽣活の⾃⽴
・住⽣活をつくる

2⽉ 復習

前期8回

後期8回

№１
№２
提出

№３
№４
提出

№５
№６
提出

№１
№２
提出

№３
№４
提出

№５
№６
提出

№7
№8
提出

2024年度 通信教育実施計画
家庭科 単位数：４単位

指導⽬標
⼈の⼀⽣と家族、⼦どもの発達と保育、⾼齢者の⽣活と福祉、⾐⾷住、消費⽣活などに関する知識と技術を総合的に修得させ、⽣活課題を主
体的に解決するとともに、家庭⽣活の充実向上を図る能⼒と実践的な態度を育てる。

教科書 家庭総合 ⾃⽴・共⽣・創造
副教材 無し
単位認定試験対策プリント 4通
単位認定試験 12⽉ ※8⽉、1⽉、2⽉

半期の学習内容の復習を⾏い、不⾜部分を補う。

半期の学習内容の復習
被服の役割、被服材料の特徴、汚れ落ちの仕組み、
被服に適した洗濯や保管⽅法、平⾯構成と⽴体構成
の違い、布を使った伝統的な⽣活の⼯夫などを学
び、これからの⽣活に⽣かしていく。

住居の機能、平⾯図の基礎知識、間取りや動線、ラ
イフステージに合った住居、室内外の環境、安全
性・快適性を考慮する必要性、気候⾵⼟に応じた住
居や住まい⽅の⼯夫、さまざまな住様式、住環境に
おける地域社会とのつながりの重要性、持続可能な
住⽣活について学習する。

5段階評定、観点別評価の実施

指導内容

家庭科の学習が、家族・社会との共⽣、⽣活の⾃
⽴、⽣活の創造につながることを理解し、学習に対
する意欲を⾼めさせる。
各ライフステージの特徴と課題、⽣活課題に対応し
た意思決定、男⼥が相互に協⼒して家庭を築くこと
の重要性などを、家庭⽣活の在り⽅、家族・家庭に
関する基礎的な法律、現在の状況や、ワーク・ライ
フ・バランス考えた上で理解させる。
出産前後の健康管理と⼦どもの発達の様⼦および発
達段階、⼈⽣の初期における親・家族や周囲の⼈々
の関わりの⼤切さ、遊び・⽣活習慣の形成、⾷事・
健康管理、愛着の形成と親としての成⻑、⼦どもを
取りまく社会変化の現状を理解させる。
超⾼齢社会の現状と課題、⾼齢期の⼼⾝の変化や特
徴、個⼈差、⾼齢者⽀援の⽅法、⾼齢者福祉、⾼齢
者を⽀える制度と課題を確認する。
⼀⽣を通した福祉や社会的⽀援の必要性、社会保障
制度の理念と内容、多様な⼈々のニーズ、ノーマラ
イゼーション、ユニバーサルデザインの理念の理解
を⾼める。

⾷⽣活の変化や課題、⽇常的な⾷品の栄養的特質や
調理上の性質についての科学的な理解、⾷事摂取基
準・⾷品群別摂取量の⽬安、⾷品の選択や調理の安
全など、⽣涯を通じて健康で安全な⾷⽣活を営む⼒
を⾝につける。

12⽉・1⽉
⽣活の⾃⽴
・経済⽣活を営む
・持続可能な⽣活を営む

⾼校卒業後の経済的⾃⽴と職業について主体的に考
える必要性、家計管理の重要性、キャッシュレス社
会のメリット・デメリット、契約・消費者信⽤・多
重債務問題、消費者としての適切な判断、消費者の
権利と責任の理解、持続可能な⽣活、消費⾏動にお
ける⾃分の意思決定の重要性とそのプロセスの理解
を深める。

単位認定試験

半期の学習内容の復習を⾏い、不⾜部分を補う。


